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1章 熊本市の概況 

１．市の概況 

（１）概要 

熊本市は九州地方のほぼ中央に位置し、地勢は、金峰山を主峰とする複式火山帯と、これに連なる

立田山等の台地からなり、東部は阿蘇外輪火山群によってできた丘陵地帯、南部は白川の三角州で形

成された低平野からなっています。気候は概して温暖で、内陸性気候のため寒暖の差が大きいのが特

徴です。 

また、九州縦貫自動車道をはじめとした優れた交通ネットワークを有し、2011 年 3 月に全線開業し

た九州新幹線により、博多まで約 35分、大阪まで約 3時間で結ぶ高速交通体系も整備されており、他

の九州主要都市まで 150分圏内という地理的優位性を備えています。 

 

 

図表 面積、人口、交通の状況 

面積 390.32 ｋ㎡ 
 

 

人口 735,093 人    

 年齢 3区分別人口   比率  

 15歳未満 105,146  人 14.3  ％ 

 15～64歳 453,353  人 61.7  ％ 

 65歳以上 176,594  人 24.0  ％ 

人口増減（Ｈ27年度/Ｈ24年度） 100.2 ％   

人口密度（人/ｋ㎡） 1,883.3 人   

市街化区域の割合 27.5 ％ 
 

 

道路 ・九州縦貫自動車道 

 
 

 
・国道 3号 

 
 

 
・熊本西環状道路 他 

鉄道 ・九州新幹線 

 
 

 
・豊肥本線 

 
 

 
・鹿児島本線 

 
 

 
・ＪＲ九州 3線 15駅 

その他 ・バス、フェリー 等 

資料：面積…熊本市「市勢要覧 2015」・人口…熊本市「住民基本台帳」（H27.12月） 

市街化区域面積…熊本市統計書（平成 26年度版） 
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（２）主な産業の状況 

熊本市の産業構成をみると、事業所数では最も多い「卸売、小売業」が約 3割を占め、2位は「宿泊

業，飲食サービス業」、3位は「生活関連サービス業，娯楽業」となっています。 

次に、従業者数をみると、「卸売、小売業」が最も多く、2位は「医療、福祉」、3位は「宿泊業，飲

食サービス業」となっています。 

熊本市は、「卸売、小売業」、「宿泊業，飲食サービス業」が占める割合が大きく、「医療・福祉」は

他都市と比べても人口あたりの病床数や医師数の多さが特徴となっています。 

 

図表 産業別事業所数（民営）                図表 産業別従業者数（民営） 

産業（中分類） 事業所数 比率(%)  産業（中分類） 従業者数 比率(%) 

卸売、小売業 8,516 28.2   卸売、小売業 72,133 23.4  

宿泊業，飲食サービス業 3,836 12.7   医療，福祉 49,030 15.9  

生活関連サービス業，娯楽業 2,883 9.6   宿泊業，飲食サービス業 32,961 10.7  

建設業 2,656 8.8   サービス業(他に分類されないもの) 26,854 8.7  

不動産業，物品賃貸業 2,198 7.3   製造業 22,935 7.4  

医療，福祉 2,158 7.2   建設業 20,650 6.7  

サービス業(他に分類されないもの) 2,071 6.9   生活関連サービス業，娯楽業 14,938 4.8  

学術研究，専門・技術サービス業 1,690 5.6   教育，学習支援業 14,115 4.6  

製造業 1,184 3.9   運輸・郵便業 13,204 4.3  

教育，学習支援業 976 3.2   金融業、保険業 10,752 3.5  

金融業、保険業 656 2.2   学術研究，専門・技術サービス業 10,351 3.4  

運輸・郵便業 613 2.0   不動産業，物品賃貸業 8,613 2.8  

情報通信業 399 1.3   情報通信業 7,267 2.4  

複合サービス事業 188 0.6   複合サービス事業 2,440 0.8  

農林漁業 114 0.4   農林漁業 1,342 0.4  

電気・ガス・熱供給・水道業 15 0.0   電気・ガス・熱供給・水道業 884 0.3  

鉱業，採石業，砂利採取業 3 0.0   鉱業，採石業，砂利採取業 11 0.0  

総数 30,156 100.0   総数 308,480 100.0  

資料：平成 24年経済センサス‐活動調査 
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（３）1日の流出入状況 

熊本市は、昼間人口が夜間人口より約 2万 2千人多く、昼夜間人口比率が 103.1％と流入超過となっ

ています。１５歳以上の流出入人口をみると、流入人口 70,222人のうち、10,932人（15.6％）が合志

市から、次いで 7,480人（10.7％）が益城町となっています。 

一方、流出人口 47,810 人は、6,368 人（13.3％）が合志市へ、5,199 人（10.9％）が益城町への流

出となっています。 

 

図表 15歳以上の流出入人口（2010年） 

流入人口                       流出人口 

 単位：人 単位：％   単位：人 単位：％ 

合志市 10,932 15.6   合志市 6,368 13.3  

益城町 7,480 10.7   益城町 5,199 10.9  

菊陽町 6,567 9.4   菊陽町 5,112 10.7  

宇土市 5,770 8.2   大津町 4,044 8.5  

宇城市 5,763 8.2   菊池市 3,484 7.3  

菊池市 3,789 5.4   宇城市 3,299 6.9  

玉名市 3,667 5.2   嘉島町 2,394 5.0  

八代市 3,169 4.5   山鹿市 2,224 4.7  

山鹿市 3,075 4.4   玉名市 2,194 4.6  

御船町 3,012 4.3   宇土市 2,173 4.5  

その他県内 14,192 20.2   その他県内 8,106 17.0  

県外 2,806 4.0   県外 3,213 6.7  

合計 70,222 100.0   合計 47,810 100.0  

備考：流入人口…他の市区町村から熊本市に通勤・通学している人、 

流出人口…熊本市から他の市区町村へ通勤・通学している人 

資料：総務省統計局「国勢調査」 
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２．市の人口特性・人口動態 

（１）人口の推移 

国立社会保障人口問題研究所の推計によれば、熊本市の総人口は、Ｈ27 年頃をピークに緩やかに減

少する見込みとなっています。 

年齢３区分でみると、年少人口（15 歳未満）は既に減少局面にあり、Ｈ22 年からＨ52 年までの 30

年間に約 3万人減少する見込みです。生産年齢人口（15歳以上 65歳未満）も既に減少局面にあり、約

10万 8千人減少する見込みとなっています。 

一方、老年人口（65 歳以上）は増加傾向にあり、約 7 万 1 千人増加し、総人口に占める割合はＨ52

年時点で 33.9％と 3割を超える見込みです。 

 

図表 熊本市の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考:Ｈ27年は熊本市住民基本台帳人口（12月 1日現在） 

    Ｈ32年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータに基づく推計値 

資料：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 
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（２）将来人口推計 

「熊本市人口ビジョン」の将来展望においては、今後、市民の希望が実現された場合、合計特殊出

生率は 2030年に 2.0、2040年に 2.1まで向上し、5年間 2,000人規模の転入超過が維持され、2050 年

に 70万人程度、2080年頃に 65 万人程度の人口が確保されると見込まれています。 

図表 熊本市の総人口の長期的推計と将来展望

 
資料：熊本市人口ビジョン 
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３．地区の特性 

（１）合併の経緯 

平成に入ってからの熊本市の合併の経緯をみると、熊本市は 1991年（平成 3年）に北部町、河内町、

飽田町、天明町の飽託郡４町と合併し、続いて 2008 年（平成 20 年）に富合町と合併しています。そ

して、2010 年（平成 22年）に城南町及び植木町との合併が実現し、2012 年（平成 24 年）4 月 1 日に

全国で 20番目の政令指定都市へと移行しました。 

図表 熊本市の合併の年表 

合併日 合併町 

1991年（平成3年）2月1日 4町（北部町、河内町、飽田町、天明町）合併 

2008年（平成20年）10月6日 1町（富合町）合併 

2010年（平成22年）3月23日 2町（城南町、植木町）合併 

2012年（平成24年）4月1日 政令指定都市移行 

 

（２）各行政区の人口 

１）中央区 

人口は平成 27年 12月現在 177,268人で、全市の 24.1％を占めています。 

政令指定都市移行後（平成 27 年 12 月/平成 24 年 12 月）の人口増加率をみると、101.0％と移行前

と比べて若干増加しています。 

15歳未満の人口が全市に比べ低く、15～64歳の生産年齢人口が多いのが特徴となっています。ま

た、全市の中で最も高い人口密度を有する区です。 

図表 中央区の人口（平成 27年 12月現在） 

 中央区 熊本市 

人口 177,268 人 735,093 人 

3区分別人口割合     

 

15歳未満 12.6  ％ 14.3  ％ 

15～64歳 64.2  ％ 61.7  ％ 

65歳以上 23.2  ％ 24.0  ％ 

人口増減（Ｈ27年度/Ｈ24年度） 101.0  ％ 100.2 ％ 

人口密度（人/ｋ㎡） 6,965.3 人 1,883.3 人 

資料：面積…熊本市市勢要覧 2015、人口…熊本市「住民基本台帳」（H27.12月） 
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２）東区 

人口は平成 27年 12月現在 191,324人で、全市の 26.0％を占めています。 

政令指定都市移行後（平成 27 年 12 月/平成 24 年 12 月）の人口増加率は、100.3％と移行前とほ

ぼ同じです。65歳以上の人口割合が 21.3％で市全体より低く、15歳未満の幼年人口が多いのが特徴

となっています。また、5つの区の中で最も人口が多く、中央区に次ぐ人口密度を有する区です。 

図表 東区の人口（平成 27年 12月現在） 

 東区 熊本市 

人口 191,324 人 735,093 人 

3区分別人口割合     

 

15歳未満 15.5  ％ 14.3  ％ 

15～64歳 63.2  ％ 61.7  ％ 

65歳以上 21.3  ％ 24.0  ％ 

人口増減（Ｈ27年度/Ｈ24年度） 100.3  ％ 100.2 ％ 

人口密度（人/ｋ㎡） 3,812.0 人 1,883.3 人 

資料：面積…熊本市「市勢要覧 2015」、人口…熊本市「住民基本台帳」（H27.12月） 

３）西区 

人口は平成 27年 12月現在 92,942人で、全市の 12.6％を占めています。 

政令指定都市移行後（平成 27 年 12月/平成 24年 12月）の人口増加率は、99.3％と移行前と比べ

若干減少しています。65 歳以上の高齢者の割合が最も高い一方で、人口密度は最も低い区となって

います。 

図表 西区の人口（平成 27年 12月現在） 

 西区 熊本市 

人口 92,942 人 735,093 人 

3区分別人口割合     

 

15歳未満 12.6  ％ 14.3  ％ 

15～64歳 58.8  ％ 61.7  ％ 

65歳以上 28.6  ％ 24.0  ％ 

人口増減（Ｈ27年度/Ｈ24年度） 99.3  ％ 100.2 ％ 

人口密度（人/ｋ㎡） 1,040.4 人 1,883.3 人 

資料：面積…熊本市「市勢要覧 2015」、人口…熊本市「住民基本台帳」（H27.12月） 
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４）南区 

人口は平成 27年 12月現在 128,881人で、全市の 17.5％を占めています。 

政令指定都市移行後（平成 27 年 12 月/平成 24 年 12 月）の人口増加率は、102.5％と増加してい

ます。 

図表 南区の人口（平成 27年 12月現在） 

 南区 熊本市 

人口 128,881 人 735,093 人 

3区分別人口割合     

 

15歳未満 16.1  ％ 14.3  ％ 

15～64歳 60.0  ％ 61.7  ％ 

65歳以上 23.9  ％ 24.0  ％ 

人口増減（Ｈ27年度/Ｈ24年度） 102.5  ％ 100.2 ％ 

人口密度（人/ｋ㎡） 1,171.5 人 1,883.3 人 

資料：面積…熊本市「市勢要覧 2015」、人口…熊本市「住民基本台帳」（H27.12月） 

５）北区 

人口は平成 27年 12月現在 144,678人で、全市の 19.7％を占めています。 

政令指定都市移行後（平成 27 年 12月/平成 24年 12月）の人口増加率は、98.0％と減少していま

す。65歳以上の高齢者の割合が、市平均を若干上回っています。 

図表 北区の人口（平成 27年 12月現在） 

 北区 熊本市 

人口 144,678 人 735,093 人 

3区分別人口割合     

 

15歳未満 14.3  ％ 14.3  ％ 

15～64歳 59.8  ％ 61.7  ％ 

65歳以上 25.9  ％ 24.0  ％ 

人口増減（Ｈ27年度/Ｈ24年度） 98.0  ％ 100.2 ％ 

人口密度（人/ｋ㎡） 1,254.4 人 1,883.3 人 

資料：面積…熊本市「市勢要覧 2015」、人口…熊本市「住民基本台帳」（H27.12月） 
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（３）各行政区の特徴 

１）中央区 

①概況 

中央区は旧城下町のエリアに加え、白川対岸に広がる戦後市街地となったエリアで構成されて

います。旧城下町を中心に市街地が発展し、現在も、城下町の風情と県内最大の商店街が広がる

新旧の調和が保たれたエリアです。 

また、人口密度が最も高く、都市機能の集積が進み、行政機関や企業の本店も多く立地してい

ます。更に交通網の拠点として交通センターが立地し、通町・桜町周辺地区からバスや市電など

の公共交通が放射状に伸び、都市圏各地区を結んでいます。その他、学術研究機関や多くの高等

学校が立地しているという特徴があります。 

②土地利用 

ほぼ全域が市街地で、全体の約 46％が住宅地、商業地、工業地で約 45%が公共施設用地の都市

的土地利用となっています。農地・山林の自然的土地利用は 9％程度にとどまっています。 

全市の中で最も商業地の割合が高く、特に中心市街地周辺に商業施設が集中して立地していま

す。桜町地区においては、（仮称）熊本城ホールや大規模商業施設等が入居する市街地再開発事業

が施行されています。 

※都市マスタープランで定める地域拠点については、子飼地区、水前寺・九品寺地区、平成・南

熊本駅周辺地区が位置づけられています。 

③主要な公共施設等 

熊本城周辺には市立熊本博物館や現代美術館等の社会教育系施設、市民会館、国際交流会館等

の市民文化系施設などが立地しています。また、熊本大学、熊本学園大学、九州ルーテル学院大

学、尚絅大学などの学術研究機関のほか、高校も数多く立地しています。 

 

２）東区 

①概況 

東区は、区域内には国道 57 号（通称：東バイパス）や主要地方道熊本益城大津線（通称：第二

空港線）等の主要幹線が走り、健軍商店街をはじめとする商業施設や医療機関（熊本赤十字病院、

熊本市民病院）、大学（県立大学、東海大学）や福祉施設等が立地しています。 

また、北には託麻三山、南には江津湖の自然が広がり、都市の利便性と自然とが調和した住環

境に優れた地域です。 

②土地利用 

住宅地が区面積の約 26％を占め、住宅系市街地が中心となっています。全市に比べ、市街地と

ともに、商業地、公共施設用地等の都市的土地利用の割合が多くなっています。 

健軍地区周辺には住宅地に隣接する健軍商店街があり、長嶺地区周辺にロードサイド型の商業

施設が集積しています。 

※都市マスタープランで定める地域拠点については、長嶺地区、健軍地区が位置づけられていま

す。 
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③主要な公共施設等 

医療施設では、二次医療施設である熊本市民病院があります。月出、渡鹿地区には熊本県立大

学や東海大学などの学術研究機関が立地しています。健軍周辺には、東区役所をはじめ各種行政

サービス施設が集積しています。また、文化施設では、健軍文化ホールが立地しています。 

 

３）西区 

①概況 

西区は、市の西部に位置しており、河内みかんなどの果樹栽培の盛んな金峰山、ノリやアサリ、

ハマグリなどの養殖が盛んな有明海など豊かな自然に恵まれた地域です。 

②土地利用 

住宅・商業・工業・公共施設用地の都市的土地利用は約 25％で、農地・山林の自然的土地利用

が約 75％を占めています。ＪＲ鹿児島本線に近い区東部には住宅地が広がっており、上熊本地区

周辺やＪＲ熊本駅から城山地区にかけて市街地が形成されています。 

2015 年 3 月にＪＲ鹿児島本線の鉄道が高架化され（ＪＲ上熊本駅と熊本駅を含む在来線 6 ㌔区

間）、東西交通の分断が解消されています。また、ＪＲ熊本駅周辺には商業施設、ホテルなど商

業活動を活発化させる様々なファクターが集積しています。 

※都市マスタープランで定める地域拠点については、城山地区、上熊本地区が位置づけられてい

ます。 

 

③主要な公共施設等 

行政サービス施設は区内に分散して立地しています。ＪＲ熊本駅周辺には図書館、ビジネス支

援センター、観光・郷土情報センター等の複合施設であるくまもと森都心プラザが立地していま

す。また、金峰山周辺には、少年自然の家や九州自然歩道利用拠点施設（みちくさ館）、峠の茶屋

などが立地しています。 
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４）南区 

①概況 

南区は、市の南部に位置し、加勢川、緑川など一級河川が東西を貫流し、塚原古墳公園など拠

点的な公園緑地があります。区域の半分以上を農地が占めています。また、半導体生産工場や城

南工業団地、流通業務団地、ＪＲ熊本総合車両所などがあり、熊本市の製造業、運輸業の中枢を

支える地域です。 

②土地利用 

住宅・商業・工業・公共施設用地の都市的土地利用は約 34％で、農地・山林の自然的土地利用

が約 66％を占めています。幹線道路周辺では、住宅地と工業地が混在しています。国道 3 号、国

道 57号沿線に都市機能の集積が進んでいます。 

※都市マスタープランで定める地域拠点については、島町・上ノ郷地区、南区役所周辺地区、城

南総合出張所周辺地区、川尻地区が位置づけられています。 

 

③主要な公共施設等 

行政サービス施設は区内に分散して立地しています。また、市民の健康づくりやスポーツ活動

の拠点となるアクアドームくまもとが立地しているほか、城南総合出張所周辺には 2014年 3 月に

城南図書館・児童館、4月に城南総合スポーツセンターが開業しました。 

 

５）北区 

①概況 

北区は、市の北部に位置し五つの区の中で最も面積が大きい区です。区南部は計画的に開発さ

れた市街地が広がる一方で、区北部は国道 3号を軸に市街地が広がっています。 

②土地利用 

農地・山林の自然的土地利用が約 66％を占め、住宅・商業・工業・公共施設用地の都市的利用

は約 34％です。区の南東部には、計画的に開発された団地などの住宅市街地が広がっています。

また、北部、植木地区では農地が広がっています。 

※都市マスタープランで定める地域拠点については、北区役所周辺地区、北部総合出張所周辺地

区、楠・武蔵ヶ丘周辺地区、堀川・亀井駅周辺地区が位置づけられています。 

 

③主要な公共施設等 

文化ホールや図書館、植木健康福祉センター（かがやき館）、熊本市立植木病院が北区役所周辺

に立地しています。 

植木町岩野に計画されている物産館「農産物の駅（仮称）」は 2016 年秋の開業を予定していま

す。また、道路では国道 3号熊本北バイパスが 2015年 3月に全線開業し、都市計画道路熊本西環

状線等が整備中です。 

 

 ※資料：第 2次熊本都市マスタープラン（地域別構想）〔Ｈ26.3月〕 


